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農
業
経
営
と

金
融
市
場
の
概
要

２
０
１
３
年
の
日
本
農
業
の
市
場
規

模
は
、
約
８
・
５
兆
億
円
（
平
成
２５
年

産
の
農
業
総
産
出
額
）
で
、
ピ
ー
ク
で

あ
っ
た
１
９
８
４
年
に
比
較
し
て
約
７

割
の
水
準
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
一

方
、
平
均
経
営
規
模
は
畜
産
業
を
中
心

に
年
々
拡
大
し
て
お
り
、
プ
ロ
農
業
者

に
よ
る
事
業
拡
大
等
に
関
す
る
資
金
ニ

ー
ズ
は
旺
盛
で
あ
る
（
図
表
１
）。

農
水
省
の
「
平
成
２５
年
経
営
形
態
別

経
営
統
計
」
に
よ
る
と
全
国
の
１
農
業

経
営
体
当
た
り
の
農
業
粗
収
益
（
売
上

高
）
は
４
９
７
万
円
で
あ
り
、
零
細
で

あ
る
と
の
印
象
を
持
た
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
調
査
対
象
に
「
準
主
業
農

家
」（
農
外
所
得
が
主
で
年
間
６０
日
以

上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
６５
歳
未
満
の

世
帯
員
が
い
る
農
家
）
や
「
副
業
的
農

家
」（
年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
６５
歳
未
満
の
世
帯
員
が
い
な
い

農
家
）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
。

売
上
階
層
別
に
見
る
と
、
売
上
高
５

０
０
０
万
円
以
上
の
農
業
経
営
体
（
個

人
・
法
人
と
も
含
む
）
は
１
・
４
万
経

営
体
、
そ
の
う
ち
売
上
高
１
億
円
以
上

の
農
業
経
営
体
は
５
・
５
千
経
営
体
存

在
す
る
（
２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
）。
売
上
高
１
億
円
以
上
の
農

業
経
営
体
が
１
０
０
以
上
存
在
す
る
地

域
は
１９
地
域
（
図
表
２
）。
概
ね
農
業

産
出
額
の
大
き
な
地
域
で
あ
る
が
、
農

業
産
出
額
が
全
国
２０
位
以
下
の
佐
賀
、

長
崎
、
三
重
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
、

農
業
産
出
額
が
大
き
く
な
く
と
も
、
売

上
高
の
大
き
な
経
営
体
が
一
定
数
存
在

す
る
地
域
も
あ
る
。

農
業
金
融
の
シ
ェ
ア
と
し
て

大
き
い
の
は
畜
産
業
向
け
融
資

農
林
業
に
対
す
る
金
融
機
関
に
よ
る

２
０
１
３
年
度
末
の
融
資
残
高
は
約

５
・
２
兆
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
（
農

林
中
金
総
合
研
究
所
「
農
林
漁
業
金
融

統
計
」）。
農
業
金
融
で
大
き
な
シ
ェ
ア

を
持
つ
日
本
政
策
金
融
公
庫
農
林
水
産

事
業
と
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
デ
ー
タ
を
参
考

に
、
業
種
別
の
資
金
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て

み
る
。
図
表
３
は
日
本
公
庫
農
林
水
産

事
業
の
２
０
１
３
年
度
の
業
種
別
の
融

資
実
行
額
の
内
訳
で
、
図
表
４
は
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
の
２
０
１
３
年
度
末
の
業
種
別

の
貸
出
金
残
高
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
日
本
公
庫
の
農

業
者
向
け
年
間
融
資
実
行
額
（
個
人
経

営
向
け
を
含
む
）
は
約
１
・
９
千
億

円
。
そ
の
内
訳
は
、
肉
用
牛
向
け
が

４
・
５
百
億
円
で
約
２４
％
を
占
め
、
酪

農
向
け
２
・
７
百
億
円
（
約
１４
％
）、

稲
作
向
け
２
・
４
百
億
円
（
約
１３
％
）

と
続
く
。
肉
用
牛
と
酪
農
に
養
豚
、
採

卵
鶏
お
よ
び
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
加
え
る

と
、
全
体
の
約
６
割
が
畜
産
業
向
け
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
農
業
者
向
け

の
融
資
残
高
は
１
・
３
兆
円
で
、
そ
の

内
訳
は
、「
養
豚
・
肉
牛
・
酪
農
」
が

３
・
７
千
億
円
で
全
体
の
約
２７
％
を
占

め
、
次
い
で
稲
作
な
ど
の
「
穀
作
」
が

２
・
６
千
億
円
で
全
体
の
約
１９
％
を
占

め
る
。
日
本
公
庫
お
よ
び
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

の
実
績
数
値
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
農

業
金
融
に
お
い
て
は
、
畜
産
業
向
け
融

資
の
シ
ェ
ア
が
大
き
い
と
い
え
る
。

農
業
法
人
の

財
務
諸
表
の
特
徴

農
業
は
一
般
の
製
造
業
と
は
異
な
り

植
物
（
稲
や
野
菜
等
）
や
動
物
（
家

畜
）
の
品
種
や
系
統
に
よ
っ
て
生
産
さ

れ
る
商
品
の
量
や
品
質
が
変
わ
り
、
土

壌
や
気
候
、
疾
病
等
の
自
然
条
件
の
影

響
も
受
け
や
す
い
。
こ
う
し
た
農
業
の

特
性
を
背
景
に
、
農
業
法
人
の
財
務
諸

表
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

�
売
上
高

農
業
は
毎
年
の
天
候
や
自
然
災
害
、

疾
病
発
生
の
有
無
等
に
よ
り
出
荷
量
や

品
質
等
が
大
き
く
左
右
さ
れ
、
卸
売
市

場
の
相
場
も
変
動
す
る
。
そ
の
た
め
、

農
業
法
人
の
売
上
高
も
変
動
し
や
す

く
、
過
去
の
財
務
諸
表
を
分
析
す
る
際

に
は
、
毎
年
の
作
付
面
積
や
飼
養
頭
羽

数
、
出
荷
量
や
そ
の
年
の
天
候
、
市
場

相
場
等
の
情
報
を
合
わ
せ
て
把
握
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。

�
営
業
外
収
益
・
特
別
利
益

農
業
で
は
、
国
の
政
策
に
基
づ
き
作

付
面
積
や
特
定
の
生
産
物
の
生
産
数
量

等
に
応
じ
て
得
ら
れ
る
補
助
金
や
、
生

産
物
や
配
合
飼
料
等
の
価
格
変
動
に
応

じ
て
一
定
の
補
填
金
が
得
ら
れ
る
制

度
、
自
然
災
害
等
に
よ
る
農
畜
産
物
の

被
害
に
対
し
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
制

度
な
ど
が
あ
る
。
取
引
先
の
今
後
の
資

金
繰
り
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
営
業

外
収
益
や
特
別
利
益
に
計
上
さ
れ
て
い

る
収
入
が
継
続
的
な
も
の
な
の
か
に
つ

い
て
確
認
が
必
要
と
な
る
。

�
育
成
費

果
樹
や
畜
産
経
営
の
決
算
書
で
は
、

期
中
に
発
生
し
た
肥
料
費
や
農
薬
費
、

も
と
ち
く

素
畜
費
（
子
牛
の
購
入
費
な
ど
）、
飼

料
費
等
が
売
上
原
価
に
計
上
さ
れ
、
そ

の
う
ち
当
期
の
売
上
に
対
応
し
な
い
費

用
相
当
額
（
例
え
ば
、
育
成
後
、
果
樹

や
成
牛
と
し
て
固
定
資
産
に
振
り
替
え

ら
れ
る
未
成
熟
の
み
か
ん
の
樹
や
乳
用

牛
を
育
成
す
る
た
め
に
発
生
し
た
費
用

等
）
は
当
期
の
製
造
原
価
か
ら
控
除
さ

れ
て
損
益
計
算
が
行
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
一
見
し
て
十
分
な
利
益
が
計
上

さ
れ
て
い
る
決
算
書
で
も
、
育
成
費
が

多
額
に
計
上
さ
れ
て
い
る
場
合
、
支
出

ベ
ー
ス
で
は
赤
字
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
資
金
繰
り
の

状
況
を
把
握
す
る
に
は
、
育
成
費
の
金

額
や
過
去
数
期
の
増
減
等
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�
棚
卸
高

図
表
１
で
見
た
よ
う
に
、
特
に
畜
産

業
に
お
い
て
は
、
年
々
規
模
拡
大
が
進

ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
期
首
に
比
べ

て
期
末
の
棚
卸
高
が
増
加
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
飼
養
頭

羽
数
が
増
加
し
経
営
規
模
が
拡
大
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ

図表１ 水稲および畜産における経営規模の推移

２０１３
１６．７
６６．５
－

７３．４
４３．１

１，７３８．８
５０，２２１．０
５４，４００．０

（資料）農林水産省「農林業センサス」、「農業構造動態調査」、「畜産統計」、「家畜の飼
養動向」、「畜産物流通統計」による。

２００５
１７．０
５０．４
９６．１
５９．７
３０．７

１，０９５．０
３３，５４９．０
３８，６００．０

１９６５
０．７
２．４
５７．５
３．４
１．３
５．７
２７．０
８９２．０

北海道（２０ha以上）
都府県（５ha以上）
水 稲 （a）
乳 用 牛 （頭）
肉 用 牛 （頭）
養 豚 （頭）
採 卵 鶏 （羽）
ブロイラー（羽）

農家数
（千戸）

平均
経営
規模
（全国）

図表２ 売上１億円以上の農業経営体が
１００以上ある都道府県

産出額
全国順位

１

４

６

３

７

２

５

１３

１１

９

１２

２６

１６

１５

１０

２２

２９

１８

８

（資料）農林水産省「２０１０年世界農林業センサス」、「生産農業所得統
計」から作成。

農業産出額
（億円）

１０，７０５

４，１０９

３，２１３

４，１４１

３，０８４

４，３５６

３，２５０

２，３０３

２，４３３

２，６９０

２，３４７

１，２０７

２，１３８

２，２３１

２，６７１

１，４４４

１，１１４

２，０１２

２，８３５

売上１億円以
上の経営体数

９９６

３２７

３２５

２３２

２３０

２１６

２１３

１８４

１７９

１６５

１６１

１５１

１３９

１３５

１２３

１１５

１１０

１０４

１０３

都道府県

北海道

鹿児島

宮崎

千葉

愛知

茨城

熊本

群馬

岩手

栃木

長野

佐賀

静岡

福岡

新潟

長崎

三重

埼玉

青森

順
位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

農業法人との取引推進では
こんな点を押さえておこう

ここでは、農業法人との取引深耕においてどの
ような点に留意すべきか、業種別の資金ニーズや
アフターフォローのポイントについて解説する。

融資提案や取引深耕につなげるために

伊藤美朋
NPO法人日本プロ農業総合支援機構
上席コンサルタント
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アグリビジネスの取引拡大に
どう取り組むか
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